
 

 

 

 

 

校長  門眞 義弘 

 

 函館からまいりました校長の門眞です。旭川

聾学校には教頭での勤務以来、8 年ぶりにお世

話になります。 

 令和7年度が始まり３週間が過ぎようとして

います。暖かい日差しと気温に教職員の中では、

グラウンドの雪のなくなり方について「今まで

にない早さでなくなっている。」と話している

声が聞こえてきました。春が確かにやってきて

いるのを感じるとともに、このペースでいくと

今年の夏はどうなるのだろうと心配にもなって

きます。 

 一方、子どもたちの様子を見ると、小学部に

入学した1年生や学年が1つずつ進級した小中

学部の寄宿舎生 5人は、とても元気でやる気に

満ちていると感じられました。心機一転、新た

な気持ちでスタートを切れるこの時期は、子ど

もたちの成長を促す絶好の機会に満ちていると

思います。 

  先日、寄宿舎で入学・進級を祝う会が開かれ

ました。子どもたちと先生方が前に出て、各部

屋の紹介などをしてくれました。とても和やか

な雰囲気で手巻き寿司を食べながら食事会を行

い、子どもたちと直接仲良くなれるチャンスに

なりました。私は、席が近かった 5年生とたく

さんコミュニケーションができ、学校で教室に

行っても親しみをもって接してくれて嬉しく思

っています。今後は、新入学の 1年生や児童会

長の6 年生、そして、修学旅行に一緒に行く中

学部3年生ともたくさん話をしたいなと思って

います。とても楽しみです。 

 寄宿舎は、家庭の代わりとして日常生活を送

る場です。暖かな雰囲気の中で、寄宿舎指導員

という生活指導のプロが、節度をわきまえなが

らも親代わりになり、兄弟（姉妹）代わりにな

り、友達代わりになるなどしながら、お子様方

をサポートしていきます。 

 何かお気付きの点がありましたら、何なりと

お伝えください。家庭と全く同じとは言えませ

んが、子どもたちが楽しく生活し、将来、自立

し自己実現していけるために必要な生活力が身

に付くよう取り組んでまいります。今年１年間

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 寮務主任 】 

今年度も寮務主任を務めさせていただくこと

になりました、小学部所属の N と申します。寄

宿舎と学校の連携がよりできるように努めて参

ります。また、行事の参加や下校時の見守りな

どを通して舎生とコミュニケーションも図れる

ようにしていきたいと思っています。一年間よ

ろしくお願いいたします。 
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【 舎 監 】 

令和７年度の舎監を担当させていただきま

す。中学部所属のA と申します。 

児童生徒のみなさんや寄宿舎の先生方との関

わりや、たくさんの行事などとても楽しみにし

ています。みなさんに色々なことを教えていた

だきながら寄宿舎と学校の連携に努めたいと思

います。至らない点もたくさんあると思います

が、どうぞよろしくお願いいたします。 

                     

 

 

 

 

 

【 １ 室 】 

小学部６年生Ａさんの舎室です。 

先日、舎室の約束事を本人と確認したところ、

さすがは６年生。自覚のある返答、意思を見せ

てくれるなど、期待を抱かせてくれる１年とな

りそうです。 

入学・進級を祝う会では、司会をスムーズに

進行して役割を果たすとともに、お客様として

迎えた管理職、寮務主任、舎監の先生方にもお

もてなしの心で接する様子が見られました。 

新年度が始まって感心したエピソードを紹介

します。それは下校後のおやつの時間のこと。

ある舎生が「学年も一つ上がったから、自分も

アップグレードしなくてはいけないよな」とい

う何とも大人びた、そして成長を感じさせる発

言でした。物だけではなく人も同じで、その時

々の立場や状況に合わせて、そうしていく必要

があるよなと実感させられるとともに、大人の

自分もあぐらをかくことなく日々の生活に向き

合わなければいけないなと自覚した次第です。 

舎室担当は、M とY です。担当舎生ともども、

アップグレードを重ねながら、安心安全な寄宿

舎生活を送れるように支援に努めてまいります

ので、１年間どうぞよろしくお願いいたします。 

        

 

 

 

 

 

【 ３ 室 】 

今年度小学部５年生になったＢさん。寄宿舎

生活も長くなりすっかりお兄さんになったＢさ

ん、下校するなり早速机に向かい、今年度の約

束事は部屋をきれいにすること、宿題を頑張る

ことなどの目標を紙に書いてデスクマットには

さみ、意識しながら行動しています。 

 余暇時間には、地図を眺めてここには何があ

るのか？道路や電気の設備についてこれは何の

ためにあるのか？など興味津々に指導員に聞い

てくる様子が増えています。指導員もわからな

いことが沢山あるので一緒に調べながら知的探

求心を深めていきたいと思います。 

 先日の「入学・進級を祝う会」では、みんな

の前で何を話そうか事前に色々考えていまし

た。いざ発表となると遠別町の好きなところを

発表していました！今まで知らなかったことを

一生懸命調べ、自信を持ってみんなに伝えてく

れることを期待しています！ 

 今年度、３室を担当する指導員は S、Mです。

Ｂさんと３人で盛り上げていきたいと思います

ので、どうぞよろしくお願いします。 

                

 
                     

【 ５ 室 】 

5室は、今年度小学部５年生になったＣさん

の舎室です。 

Ｃさんの今年度の目標は、「たくさんモテた

い！」「(男女問わず)周りのみんなから、格好

いい！と言われたい！」と、最近は身だしなみ

をとても気にして、ヘアワックスに興味を示す

ようになってきています。入学・進級を祝う会

でも皆さんの前で格好いい男になることを宣言

していました。目標達成に向け、心と体の成長

各舎室の紹介 



入学・進級を祝う会 

に期待しています！  

担当は、昨年度に引き続いて K です。今年度

は手話表現をたくさん覚えることを目標にし、

覚えた言葉は舎室内に掲示していきたいと考え

ています。もう１人は１年ぶりの I です。工作

は得意…とまではいきませんが、物作りを通し

て楽しく過ごせるように頑張ります。 

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。 

                               

 
 

【 ７ 室 】 

今年度も７室は、中学部３年生のＤさんと小

学部１年生になったＥさんの女子２人のお部屋

です。Ｄさんは受験生なので、下校後はすぐに

机に向かう意欲的な姿が見られます。ときどき

勉強の合間にテレビで息抜きをしながらも頑張

る様子が見られます。残りわずかになった寄宿

舎生活は勉強もがんばりつつ、後輩たちとの関

わりをもう少し増やしてほしいと期待していま

す。 

小学部１年生になったＥさんは、初めてのこ

と一つ一つにわくわくしながら取り組んでいま

す。幼稚部との日課の違いはありますが、自分

で目覚まし時計を使って起床するなど意欲的に

過ごしてます。また、余暇時間は本を読んだり、

絵を描いたりとゆっくりする時間も大切にして

います。 

今年度の担当は Tと S です。Ｄさん、Ｅさん

が安心して寄宿舎生活を送れるような支援に努

めます。御協力よろしくお願いいたします。 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月  ７日(土)     運動会 

     ９日(月)   振替休業日 

25日(水)   ６月誕生会 

 

７月 16日(水)  第 54回仲良し発表会 

24日(木)   第１学期終業式 

 

８月  24日(日)  開舎 13:00～ 

   25日(月)  第 2 学期始業式 

27日(水)  8 月誕生会 

 

   9 月 27日(土)   参観日 

        

前期の行事予定 


